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知識・技能

【学習上の課題】
漢字の読み書きや加減乗除の計算等、基礎・基本の
定着に課題がみられる。
【指導上の課題】
授業時間内だけでは、児童の反復・習熟の時間の十
分な確保が難しい。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

基礎・基本の定着を図るために、業前活動において「スタディタイム」を設
定し、「ドリルパーク」や「スタディサプリ」等を活用したモジュール学習を
行っていく【週に１～２回実施】。さらに、「漢字・計算ドリル」と「ドリル
パーク」や「スタディサプリ」を併用して家庭学習に取り組めるようにし、
家庭でも基礎・基本の定着を図る【週に３回以上実施】。

思考・判断・表現

家庭学習等において、「ドリルパーク」を活用し、読むことや書くことへの
苦手意識軽減を図る【週２回以上】。また、PBL授業やプログラミング教
育内で、児童が主体的に学習課題に学びに向き合えるようにするととも
に、情報のまとめ方や発信方法等を身に付けられるような活動を取り入
れる【R6さいたま市学習状況調査「学級の友達との間で話し合う活動を
通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」で
肯定的回答９０％以上】。

【学習上の課題】
一定量以上の文章からの情報の読み取りやまとめ、
発信をすること等に課題がみられる。
【指導上の課題】
児童が課題に対して必要感をもって活動することが
できるようにするための支援が難しい。

授業改善策【評価方法】
③

評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況

知識・技能

思考・判断・表現思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

知識・技能

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤ ② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

思考・判断・表現

⑥ 次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

知識・技能

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和６年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【見沼小学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


